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一 研究背景と目的 

第 7回国勢調査によると、中国では高齢化が進む一方で、多くの社会問題をもたらして

いる。都市部での在宅サービスを推進するとともに、農村部にも推進しているが、都市部

と比べて、農村部の高齢化は深刻化しており、地域資源の不足のため、在宅サービスを展

開するのは難しく、都市部と農村部の差が徐々に大きくなってきた。 

浙江省政府が発表したデータによると、2020 年まで、杭州市の 60歳以上の高齢者人口

は 188.29万人で、総人口の 23%を占める 13)。人口高齢化が急速に進行していることだけで

はなく、要支援・要介護高齢者人口の割合が大きく上昇したことが明らかになった。都市

部と比べると、若者の都市部への大幅な人口移動が起こり、農村部の高齢化はさらに進ん

でおり、在宅介護サービスのニーズが高まると予測できる。調査地の杭州市の農村部で

は、人口の約 3分の 1を占める農村部の若者が都市部に移住しており 14)、人口減少やそれ

に伴う経済の悪化により、農村部の高齢者の老後生活は重要な課題に直面している。 

既存研究の課題では、在宅サービスの利用を促進・阻害する要因については、多く検討

されているが、農村部の視点から在宅サービスの利用状況と利用要因に関する研究論文は

まだ少ない。そのため本論文は、農村部高齢者の基本属性と経済状況に着目し、政策の認

知度などの変数を加え、在宅サービスの利用および利用意向に影響する要因を検討する。

それによって、農村地域の実態に合わせた、在宅サービス利用の促進についての支援策を

検討する。 

 

二  調査と研究方法 

本調査は、杭州市の農村部に在住、農村戸籍を持つ、65歳以上の高齢者を対象とした。

調査地域は、杭州市の既存の農村地域で、富陽区、桐廬県、淳安県、建徳市 4ヶ所があ

る。調査期間は 2022 年 9月 15日から 2022年 10月 7日までであった。アンケートは、ポ

スターの掲示や SNSなどを通じて、4つの調査地域に 312枚のアンケートが配布され、そ

のうち 187枚が有効で、回収率は 60％であった。回収したアンケートの中、現在高齢者施

設に住む回答者を外し、残り 139名の回答者を本研究の調査対象とした。 

調査内容は選択式の質問としての属性、経済状況、心理的状況と在宅サービスの利用状

況などについて回答を求めた。利用及び利用意向に影響を与える要因は。Andersenの行動

モデルの 3つの要因である素因、利用促進要因、ニーズ要因の各要因に該当する変数とし

て設定した。 

各サービスの利用状況と利用意向は、基本属性と「素因」、「利用促進要因」「ニーズ要

因」の変数とクロス集計およびχ2検定を行った。次に、二項ロジスティクス回帰分析を

用いて、高齢者の在宅サービス利用状況や利用意向について、農村部高齢者の在宅サービ

ス利用に関連する要因を明らかにした。統計解析は IBM SPSS Statistics 27 を利用し

た。 

 

三 結論と考察 

訪問介護について、自身の健康状態への関心度が高いほど利用率が高くなる。また、学歴

の低いほど、福祉政策の認知が高いほど利用する傾向がある。提案として、医療介護情報シ

ステムの普及・導入により、農村部高齢者の健康意識や福祉政策に対する認知度を向上し、
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訪問介護サービス利用率の向上につなげたいと考えられる。利用意向を高めるために、高齢

者の学歴や経済状況を考慮して、訪問介護サービスを普及させる際には、医療介護職員が対

面でのコミュニケーションを行い、加入可能な福祉政策や補助金などの情報を細かく伝え

るように検討する。 

訪問看護について、既婚、三年以内病気で入院歴があることが訪問看護サービス利用と有

無に関連していた。近所に国営民営高齢者施設があれば、訪問看護を利用する傾向が高くな

るという特徴が見られる。農村地域の福祉施設を増やすため、地方への財源や資源配分を増

やし、看護師などの労働環境の改善と同時に、民営企業に一連の優遇措置を確立すべきであ

る。 

訪問入浴について、近所付き合い程度が低いほど、訪問入浴サービスを利用する傾向にあ

ることがわかる。農村部の高齢者の心身機能を維持するために、村民委員会や自治体が定期

的に様々なレクリエーションを行うなど、高齢者の社会的ネットワークを維持することが

できる。一方、利用率を高めるため、入浴介助拠点を設置し、適切な入浴設備を充実し、入

浴介助企業を育成するために力を入れる。 

健康管理指導について、年齢が下がり、自分の健康状態への関心が高くなると、健康管理

指導サービスの利用意向を高めるという傾向が見られる。経済的および学歴が理由で、農村

地域の高齢者の健康意識がかなり低い現状がある。加齢にともない、かかりつけ医の制度を

活用し、定期的に無料で健康診断を行い、徐々に良い生活習慣を身につけることができるよ

う努力した方がよい。そして、健康状態への関心を高めるために、健康増進に伴う知識を普

及し、個人の健康を支え、守るための環境づくりが求められる。 

心理的支援について、家族関係が悪い人ほど、心理的支援サービスを利用する傾向がある。

また、主観的な経済状況がゆとりある人ほど、孤独感が高い人ほど、利用意向が高くなるこ

とを示した。若年層の流出により、農村部で一人暮らし高齢者が増え、家族関係が希薄化に

なり、高齢者の孤独感を強めてきた。また、経済面での不安を挙げる人が多かった。現在の

農村部の高齢者の多くは、自分がお金を払って、誰かに悩みを聞いてもらって問題を解決す

るという形に慣れておらず、サービス利用に対して不安になりやすいと考えられる。そのた

め、養老保障制度を健全化し、サービスを積極的に宣伝し、定期的に訪問し、心理的活動を

展開して信頼関係をつくる必要がある。 

住宅改装の結果によって、一人暮らしの回答者は、同居者がいると比べて、サービス利用

の可能性が高いと見られる。さらに、日常生活能力が低いほど利用意向が高いという傾向が

あると示唆された。ただし、実態を見ると、農村部高齢者の収入は低く、改修には多額の費

用がかかるため、都市部と比べてサービス利用の推進が順調ではない。独居高齢者は、同居

高齢者に比べ、日常生活の不便さや体力の低下などにより、住宅改装ニーズが強いことか

ら、高齢者の実情を十分に考え、優先的にサービスを提供したり、より優遇措置を推進した

りすることの検討が必要である。 
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